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2023－24年度国際ロータリーテーマ
第1778回例会

令和５年10月12日（18：30～19：30）

○ソング
　◦四つのテスト
○ビジター
　YEG会長　鈴木桂祐様、ジロ・デ・シラカワ実行委員会　緑川順子様
○スマイルBOX
　◦佐藤幸彦会長（白河商工会議所青年部会長 鈴木桂祐様、緑川順子様、ようこそ。ジロ・デ・シラカワの成功を祈り

ます。永野会員、卓話ありがとうございました。）
　◦村上堅二幹事（本日は永野様、ありがとうございました。）
　◦永野文雄会員（金田昇会員、ガバナー予定者おめでとうございます。「ジロ・デ・シラカワ実行委員会」様ご苦労様

です。今日は卓話をさせていただきました。ありがとうございます。）
　◦松永紀男会員（鈴木様、緑川様ようこそ西クラブへ。永野さん卓話ありがとうございました。大竹委員長、昨日は食

い逃げして申し訳ございません。スマイルでお支払いいたします。）
　◦富永章会員（結婚祝いありがとうございました。又、永野会員卓話御苦労様です。）
　◦居川孝男会員（永野さん卓話ありがとうございました。スマイルの大切さがわかりました。）
　◦金田昇会員（芸術の秋、スポーツの秋。ジロ・デ・シラカワが11月3日に開催です。盛会をお祈りしています。）
　◦宮本多可夫会員（遅れましたが、前回の米沢中央ロータリークラブとの交流コンペで優勝させてもらいました。あり

がとうございました。）
　◦池田浩章会員（ジロ・デ・シラカワ実行委員会の鈴木様、緑川様ようこそ。永野文雄様卓話お疲れ様でした。大変タ

メになりました。）
　◦鶴丸彰紀会員（先週、結婚祝いを頂きありがとうござ

いました。とてもおいしいクッキーで家族にも好評で
した。感謝です。永野さん、卓話ありがとうございまし
た。）

　◦鈴木孝幸会員（誕生祝ありがとうございました。ロー
タリーブランドのシャンパン、びっくりです！それと大
熊町の設計プロポで我々のチームが選ばれ、この度契約
する事ができました。割と大きい仕事なので思い切って
スマイルいたします。）

　◦大竹憂子会員（永野さん、卓話ありがとうございまし
た。）

【今週の仮メイクアップ会員】

◦８月28日　CKB
　齋藤孝弘
◦８月28日　CKB（免除）
　関谷亮一
◦９月２日　野球大会
　井上敬裕
◦10月10日　喜多方ロータリークラブ
　金田昇

A  出席免除を受けていない正会員数 ５２名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １４名

T  全 正 会 員 数 ６６名

C  Ⓐの出席者数 ２６名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ２名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 １４名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ４２名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ６５
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ６４．６％

第1778回例会出席状況� （R５年10月12日)

▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）その他の木曜日（18：30〜19：30）
▶例会場：白河市新白河駅前　東京第一ホテル新白河
▶事務局：〒961-0957 福島県白河市道場小路96-5（白河商工会議所内）  ☎23-3101　ＦＡＸ22-1300
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■会長の時間� 佐藤幸彦会長
　皆さん、こんばんは。まず初めに、
お客様をご紹介させていただきたいと
思います。白河商工会議所青年部、鈴
木佳祐会長。ジロデシラカワ実行委員
会、緑川順子様でございます。来たる
11月3日に、白河駅前で行われますジ

ロ・デ・シラカワのＰＲということでございますので、
後程お話をいただけるかなと思いますので、よろしく
お願いしたいと思います。その前に、西ロータリーの
10月26日に交流会ありますので、是非その時もご参加
のほうよろしくお願いしたいと思います。さて、もう
10月になってしまいましたが、もう10月というのは年
取ってくると使う言葉らしいんですが、年齢を重ねる
ごとに時間が早く経つように感じる方、非常に多いか
と思います。子供の頃は長く感じた時間が、大人にな
ると短く感じるようになります。この現象に名前が付
いてまして、「ジャネーの法則」というそうでござい
ます。フランスの哲学者、ポール・ジャネが発案した
とされてます。人生のある時期に感じる時間の長さは、
年齢の逆数に比例するということでございます。例え
ば、5歳の子供が1年の長さは五分の一と換算するそう
です。5年のうちの1年。ところが50歳もしくはまたは
60歳の人間にとっては、1年の長さは五十分の一、ま
たは六十分の一ということで、年を取ると共に一の長
さは短く感じるということでございます。それがだん
だん老化の現象になるということで、新しい経験の数
を増やしたり、新鮮に気持ちを体感することが若さを
維持するコツだと言っておりますので、皆さんもどん
どんどんどん50から始めた60から始めたということで
もいいから、新しい事にチャレンジしてみてはいかが
でしょうか。さて、ロータリーの話になりますが、先
日中止になってしまったんですがバイク愛好会の行事
が予定されてましたが、10月9日ですが残念ながら雨
天のため中止になってしまいました。できれば、また
日を改めてやっていただきたいなと感じています。最
後に嬉しい話題、発表させていただきたいと思います。
右近八郎ガバナーより2026－27年度ガバナー選出の件
ということで文書が届いておりました。ちょっと読ま
せていただきます。2024－25年度ガバナーノミニー
（2026－27年度ガバナー）候補に白河西ロータリーク
ラブの金田昇会員の推薦があり、期日までに他の会員
の推薦候補はなく対抗候補者もありませんでしたとい
うことで、ほぼ内定ということでございますので、金
田昇会員にひとつよろしくお願いします。後程、一言
あるかと思いますので、どうぞよろしくお願いしたい
と思います。さて、今日はスマイルボックス委員会の

担当例会ということで、永野会員の卓話になるかと思
いますが、皆さんご存じのとおり、永野会員がこの
ロータリー38年間無欠席ということでございますので、
おそらく人生の半分はロータリアンじゃないかなと思
うんですけども、その辺の秘訣なんかも含めてスマイ
ルボックスの卓話としてよろしくお願いしたいと思い
ます。

■幹事報告� 村上堅二幹事
◦ガバナー　右近八郎、米山記念奨学会委員会委員長

　吉田喜一：2023年度米山記念奨学生による体験発
表会のご案内

◦2023－24年度ガバナー　右近八郎：2026－27年度ガ
バナー選出の件

ポール・ハリス・フェローのバッチの贈呈
� 金田昇会員

ジロ・デ・シラカワ協賛金の贈呈

本日のプログラム
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ジロ・デ・シラカワのＰＲ
◦白河商工会議所青年部会長� 鈴木佳祐様

　皆さん、改めましておばんでござい
ます。白河商工会議所青年部、会長を
務めております鈴木と申します。そし
て、ジロ・デ・シラカワ実行委員会、
副実行委員長を務めております。本日
は、ＰＲにこのような時間をいただき

ましてありがとうございます。来月11月3日、行われ
るジロ・デ・シラカワですが、今回で10回目となりま
す。2012年に第1回目から西ロータリークラブ様には
ずっとご協賛ご協力をいただきまして、本当にありが
とうございます。改めてお礼申し上げます。本年度も
ご協賛、そして当日の計測コーナー等の運営のご協力
をいただけるということで、誠にありがとうございま
す。現在登録者数が200名くらいとなっております。
今月の16日まで登録をしておりますので、皆さんご参
加、またはご参加していただけそうな方にお声がけの
ほうもしていただければ幸いでございます。当日、ど
うぞよろしくお願いいたします。

◦ジロ・デ・シラカワ実行委員会事務局� 緑川順子様
　皆様、こんばんは。実行員会の事務
局をしております緑川順子と申しま
す。本日は貴重なお時間を頂戴いたし
ましてありがとうございます。ジロ・
デ・シラカワ、先程会長のほうからも
申し上げたと思うんですが、今年はす

ごくエントリー数がかなり少ない現状です。コロナ前
ですと400名くらいまでいってた参加者が、昨年4年ぶ
りに復活して270名。今年は、今のところ200名弱くら
いということで、どうしようというところで焦ってる
といいますか、やはり参加者が沢山いることで成り
立っている運営というところもありますので、ちょっ
ともう少し頑張って増えていただきたいなというとこ
ろなので、本当にママチャリからも2歳から75歳まで
が参加できるようなアットホームなイベントになって
いますので、是非皆さん走るほうでもご協力いただけ
たらありがたいなと思います。参加者が少ないという
部分もありますけれども、やはり10回目という部分も
ありまして、いろいろ今後どういうふうにしていくか

というところもしっかり考えていかなければいけない
のかなという時期にも来ているのかなと、今回の参加
者数を見て感じているところです。4つのテストを参
考にいたしまして、しっかり考えていきたいなという
ところです。いつも本当にご協力いただきまして、あ
りがとうございます。まずは11月3日、滞りなくでき
るように準備していきたいと思います。どうぞよろし
くお願いします。

◦金田昇会員
　皆さん、こんばんは。ちょっと今
日、お時間いただきましたので幾つか
お話させていただきます。まず、ジ
ロ・デ・シラカワのお話をさせていた
だきますと、25年前に石田捷一さんが
会長の最後の時に、カナダにみんなで

旅行に行って、カナダのロータリークラブに行った時
に、自転車競技で子供たちに教育したり、不登校の子
供たちに自転車というものを通していろんな勉強をさ
せてるんだよというような奉仕活動をやってるのを聞
きまして、自転車を使った何か白河らしいものないか
ということで、今日来ていただいた緑川さんのお父さ
ん、班目秀雄さんと相談しまして、サイクルフェスタ
というのをちょうど震災の年まで10年間やりました。
そんな中で、それが起爆剤になったというかきっかけ
になってジロ・デ・シラカワが開催されたのかなとい
うふうに思いますし、白河の自転車競技をやってる方
達だけではなく、自転車のスポーツに対する考え方と
か、参加者が沢山増えたのもそのおかげかなというふ
うに思ってます。厳しい運営ということを聞きまし
た。続けることも大切ですし、形を変えることも大切
だと思うので、しっかりまたやっていただけたらなと
いうふうに思います。西クラブとして、また個人の金
田昇としても支援していきたいと思いますのでよろし
くお願いいたします。それと、先程会長からお話あり
ました右近八郎ガバナーのほうからご案内ありました
とおり、2026－27年度のガバナー候補ということで、
先週の木曜日例会終わってから、郡山の地区事務所に
て選考委員会の方達からの審査というかヒヤリング、
懇談会ということがありました。そこでいろんなこと
を、何のためにガバナーやるんだみたいなことをいろ
いろお話を聞かせていただきましたし、アドバイスも
いただきました。その中で一番印象的だったのが、個
人としてガバナーやりたいのか、それともクラブとし
てガバナーを輩出したいのか、どっちなんだみたいな
話をされました。私は私個人としてもガバナーとして
の役目を担ってみたいという希望もありますし、創立
40周年を迎える白河西ロータリークラブの長い歴史の
中の、諸先輩たちの悲願でもありますガバナー輩出す
るクラブに貢献できれば私もやってみたいということ
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でした。それで、質問されたのがクラブのみんなは応
援体制作れるのかと言われたので、クラブのみんなか
ら応援していただけると確信しておりますということ
を申し上げました。いろいろこれからやらなきゃなら
ないことも沢山ありますし、心構えだけではなく勉強
もしなくちゃいけないですし、皆さんと協議しなが
ら地区の運営、2300人余りの地区のロータリアンの一
年間の活動の支えをしていかなくちゃならないという
ふうに思っております。これから覚悟を決めながら、
残された準備期間をしっかり勉強していきたいと思い
ますので、ご協力よろしくお願いいたします。最後に
もう一つだけなんですけども、地区のほうからも来て
おりますし、『ロータリーの友』なんかでも皆さんご
存じだと思いますが、来年の国際大会がシンガポール
で開かれます。私はガバナーの予定者として参加しろ
と言われてますので、私は家内共々参加する予定でお
りますが、クラブとしても参加してみたいという方が
いらっしゃれば、是非一緒に行ってみたいと思ってま
す。登録は11月中に登録しますと登録料も安くなりま
すし、大体7万円位の登録料になります。旅費等々は
旅行会社によってもだいぶ変わってくるんですけど
も、高いところは50万60万。安いところでは、30万
40万というところでも行けるようであります。人数に
よって変わってくると思いますが、その辺はそういう
経験のあるメンバーの方にお手伝いを願いながら行っ
てみたいなというふうに思っております。登録は11月
に済ませてですね、一か月前であればキャンセルでき
るということですので、是非行こうか行くまいか迷っ
てる方がいれば、とりあえず登録だけでもマイロータ
リーのほうから登録できます。できれば、参加したい
という方がいれば、私どもも含めて手続きお手伝いし
ながらみんなで参加したいと思います。プロモーショ
ンビデオが届きましたので、是非画面を見ていただい
てですね、ご覧になっていただけるかと思います。

～～プロモーションビデオ上映～～

◦金田昇会員
　はい、来年の5月25日から29日です。細かい内容と
か、旅行のご提案のほうは後日なるべく早い時期に文
書で出したいと思います。諸橋国際奉仕委員長、もし
くは村上幹事、もしくは私までご連絡いただければと
思いますので、よろしくお願いします。

■本日のプログラム
スマイルボックス委員会担当例会
◦スマイルボックス委員会� 大竹憂子委員長

　スマイルボックスの大竹です。本日
はわたくし委員長というのを仰せ付
かっておりますが、実はスマイルボッ
クス、これについてまだまだ勉強不足
な点がありますし、以前ホームミー
ティングの時に永野さんとご一緒させ

ていただいた時に、いろいろ細かく教えていただいた
んですが、それを新入会員さんのほうに説明しようと
思っても、なかなかうまく説明できない部分もありま
して、改めて皆さんにスマイルボックスについて考え
ていただけたらありがたいなと思いまして、本日永野
さんのほうに卓話をお願いいたしましたので、永野さ
ん、卓話よろしくお願いいたします。

◦永野文雄会員
　どうも皆さん、改めてこんばんは。
今、お話あったとおり卓話を頼まれま
したので、ロータリーは断らないとい
うことでお引き受けしました。その前
に、金田さんの第一回目の初心、誠に
ご立派で是非西クラブ悲願の初代ガバ

ナー成功していただきたいと思います、また、商工会
青年部、鈴木会長さん、緑川さん、ありがとうござい
ました。スマイルだけで20分30分ちょっと無理なもん
ですから、私が昔卓話やった後に入った会員も多いの
で、自己紹介も兼ねながらスマイルのお話に持って行
きたいと思います。よろしくお願いします。私は青年
会議所入ってまして、40歳で卒業して昭和60年です。
次の年、61年にライオンズかロータリーかどっちかか
ら誘いが来るだろうなと思ってて、両方来た場合には
片方断るようになっちゃうので、とにかく最初に来た
ほうに入ろうって自分では決めておりました。それで
61年に、白河クラブが新しく西クラブを作るというこ
とで、クラブ拡大委員会というのができまして、委員
長が有賀会計の有賀常男先生。委員が、富永章君のお
父さんでした。そこで会社においでになったので、す
ぐにお受けしました。その時は、白河クラブから柳沼
和夫さん、天神町の民報新聞のですね。あと、益田森
治さん、同じく天神町、神社の下の所のあの人はガス
会社行ったり、あとは穀物扱いなどいろいろやって
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たんですけど。あともう一人、「ニューはくや」の
久保木典雄さん。その3人が移籍ということで白河西
に入っていただきました。その3名を含めて27名でス
タートしたのが、昭和61年です。いろいろ古い資料を
見て調べてきたんですけど、まずできた時には創立総
会というのをやりました。それは4月12日「新白河サ
ンプラザ」。今の「ホテル平安閣」というんですか、
南湖の先の所。あそこちょうど「はくや」さんが経営
して作ったものですから、そこでやりました。それ
で、創立総会ができまして本部のほうに申請して認定
書が来て、やっと第一回の例会が始まったわけです。
会場は、同じく新蔵の「ホテルニューはくや」さんが
会場としてやってました。27名。そこで10年間やって
たんですけど、10年後には27名が50名くらいになりま
した。そして、車も置くのに狭い。あと駐車違反で捕
まった人いるとか、いろいろあったので、私が11代目
の会長になりました。その時に、10年間「はくや」さ
ん付き合ったんだから、お前の年に会場移転考えろと
いうことで、私下駄預けられました。だけど、理事会
で何対何で決まりましたというんでは嫌だから、私は
満場一致で決まらなければ決めないっていう考えを
自分で持ってました。その時に今の「エキシブ」が
「ウェストビレッジ」って言ってたんですね。「ウェ
ストビレッジ」、できたばかりの頃はね。あそこ交渉
に行ったんですけど、うちは雪降ると休みになっちゃ
いますって言われました。鹿島さんでは、ライオンズ
とダブっちゃうということで、結局この「サンルー
ト」さんにお願いすることになって、ちょうどその
頃、新館増築してて新館が例会場ということで、11年
目から「ホテルサンルート」になりました。その後、
駐車場も広いしいろいろ便利だったんですけど、今の
状況はちょっと変わってますね。そんな状況です。そ
して、一代目の会長は益田森治さん。二代目が渡辺福
雄さん。三代目が柳沼さん。そして、四代目が林さ
ん。林利勝さん。新しい人はわかんないかもしれない
けど、これ年次計画書に顔写真と職業出てますから。
ちょうど林さんも足利銀行務めてたんですけど、辞め
た年がちょうどロータリーできる時だったそうです、
これを見ますと。それで、もうちょうど良かったと
言って林さんもすぐに西クラブに入会決めていただき
ました。林さんが四代目会長やった時に、私、永野、
幹事やってくれということで、私、林さんについて歩
いたのがロータリーの基本、根性を学びました。そし
て、やはり出席は大事だといって、あと林さんは毎週
スマイル入れてました。随分、金あるねって言ったら
ば、皆タバコ吸ってて俺はタバコ辞めたんだと。タバ
コは一週間だと2千円かかるんですか、あの頃で。そ
ういう話してました。だから、林さんがいなくなって
からは私が跡を取るしかねえなと思って、私もそうい
うつもりで毎週スマイルやってます。林さんは足利銀

行を卒業して、がん保険を自分で始めたんです。そし
て、それも自分で辞める時には西クラブの中に吉田章
君といってがん保険やってた人いて、その人に全部株
を譲って年間幾らといって貰ってたそうです。だけ
ど、90歳で定年ということで辞めてもらって、吉田君
にも聞いてよく調べてきたんだけど、退職金払って林
さんはこういうふうにしたって吉田君は言ってました
ね。だから、林さんはふところ暖かいからスマイルも
簡単に出ると。あと、いろいろ調べましたらスマイル
でいちばんいい成績だったのは三代目柳沼会長の時で
す。これは会員数38名。スマイル委員長、富永章委員
長でした。富永君、良い成績出したんです。その時の
目標が80万だったのが、137万上がったと書いてあり
ます。38名でですよ。38名で137万円。今、60数名で
120万でしょう。だから、景気が悪くなったと言えば
それまでですけど、当時は凄い考えしてたと思います
ね。今、西クラブは大体毎年120万という目標してる
んですけど、60人で割ると一人2万です。そして、決
まってるのは誕生日5千円、結婚記念日5千円。それで
1万円いっちゃうから、あとの1万は2千円づつすると
5回。だから、年間12回だと2か月に1回ちょっとなら
ば大体クリアしちゃう訳ですよね。ただ、いろんな行
事の時にいっぱい上がったりもするから、これは不動
ではありませんがそういうことでございます。スマイ
ルの発表もみんなに金額いうのはちょっと失礼だとい
うことで、金田さんの考案で5千円は多くいただきま
した。そして、1万円は大枚いただきましたという、
こういう皆さんのなんていうのかな、隠語というのか
な。そういう取り決めがあります。先週、佐藤清作先
生がお話して大枚大枚と言ってたけど、だから先生に
間違ってっからねといって私言っておきましたけど。
先生は5千円が大枚と思ってたみたいで、大枚の倍い
ただきましたなんても発表してたから。だから、大枚
は1万円。5千円は多くいただきましたっていうスマイ
ル発表者、そういう決まりがあります。チャーターメ
ンバーは27名で、現在残ってるのは年長者から言いま
すと、佐藤清作先生、片倉義文先生、渡部勝也さん、
永野文雄さん、富永章さん、あと宮本先生、6人。プ
ラス、林さんと今井令雄さん。8名しかいない。だか
ら、昔できた時は佐藤さんのお父さんもいたし。藤田
君のお父さんもいたね。そういう時代でした。だか
ら、やはり良い思い出にはなるし、健康だと100パー
セントできるんです。私、今77歳。41歳から入って
37か38年間ということですね。メーキャップも含めて
100パーセント今も実行してます。だから、私の健康
法は何だってよく聞かれるんですけど、私軽い脳梗塞
2回やってるんです。平成23年の11月5日に、米沢中央
クラブにバスで行く時に、朝7時に起きてバスで行っ
て、檜原湖で休憩したんです。その時、トイレに入っ
てたらば目が開いてるんだけど左の目が見えないの。
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だから、そこの神経詰まったなと思って、ちょうどバ
スの隣席が宮本先生だったから、俺こういうわけだか
ら、もし非常の場合はお願いしますって宮本先生に
言ったらば、9時から15分くらい見えないぐらいで回
復したの。だから、一過性虚血症っていって詰まって
たのが動いたそうです。そして、それはロータリー土
曜日だから日曜日医者やってないから、月曜日に取り
あえず目だから眼科に行こうと思って、近藤先生の所
に行ったらば、やはり内科こっちから来てますよとい
うことで、また渡部則也先生の所に行ってニューロで
ＭＲＩ撮ったら、ここがこういうふうになってるで
しょうって言って早く見つかったの。だから、それ以
来血液サラサラっていう薬飲んでますけど、血液サラ
サラは薬より水。だから、1時間おきに一口づつ先生
に飲めと先生に言われて、俺は今もゴルフ行く時もそ
ういうふうにしてるし、車に乗る時は車の中にペット
ボトル一つ。会社にいる時は、事務所に1本というこ
とで水飲んでます。だから、その後は何でもなかった
んですけど、それは65歳の時。それから5年過ぎて、
70歳の時にまたなっちゃった。これは28年11月17日な
んですけど、ちょうど木曜日。ロータリーの例会が
あった日なんだ。16日、前の日は商工会議所の用で国
会陳情に行ったの。だから、私は事務所で夕方、四股
踏んだり、素振りしたり、軽く運動やってるんですけ
ど、その日木曜日に縄跳びやってたら左手が手袋して
るような感じになっちゃったの。だから、ここのこれ
が詰まったなと思ってすぐに水一杯飲んだらそれが動
いたんだね、多分。そして、今度は左ひざに来た、左
ひざ。だから、私は歩く時ちょっとびっこ引いてるよ
うだよと言われるけど、左足がそれ以来駄目なんです
よ。だから皆も、夜トイレ起きるのなんて気になんな
いから、水はいっぱい飲んだ方がいいです、水は。あ
と私、青年会議所30代の頃、血圧高いって言われて、
先輩から血圧の薬は一生飲むようになるから塩分を抑
えて治せって言われたんです。だから、私それ以来塩
分調整してるから、ラーメン取ったって水足して食べ
るし、スープは飲まない。とにかく、薄味を自分に慣
らしてそういうふうにやると、まあ77までは元気だっ
たな。これからはどうなるかわかんないですけど。先
週は、日月火とゴルフだったの、三連ちゃん。今週
は、明日から四連ちゃんやらなきゃないの。だから、
どこまで続くか自分にチャレンジですけど、本当は明
日妹が来るから鰻食いたいなんて言ってゴルフキャ
ンセルしたんだ。したっけ今度は、妹の子供が熱出
ちゃったから行けないなんて来たんで、また係に言っ
て、いや俺キャンセルって言ったけど、俺また行け
るって言ったら、じゃあ良かったなんて。俺いないと
5人なんだって。だから私、事務局の人が俺が抜けて4
人だけでやってもらおうかと思ってたんだなんて言っ
て。永野が来るなら、3人3人でできるからって。だか

ら、明日がその萱根の老人会。そして、金曜日が商工
会議所のかな。そして、日曜日がロータリーで前原プ
ロの、あと成井さんか。あと、片倉先生と宮本先生な
んですけど、それで行って。また、月曜日はその萱根
の老人クラブ。月曜日と金曜日が、定例会なんです。
それはゴルフ場が安いの、3千円か4千円でご飯食べて
帰ってこられるんです。だから、ゴルフに行ってれば
金使わないし、ゴルフのない時は雀荘で1時から5時
まで3人麻雀やってんです。ゴルフで健康に体を使っ
て、麻雀で頭を使って、そういうふうにやってるの。
だから、遊んでばっかりいっから家内には怒られるん
だけど、ゴルフだって今行ってくっと、下着から何か
ら全部びっしょりでしょう。洗濯ばかり増えてるとお
叱りを受けるけど、お前うちにいて邪魔になるより良
いだろうなんて言ってやってるんです。あと、スマイ
ルっていうのはね、喜び、嬉しさ、記念日、ニュース
など、そういう時にスマイルするんです。私はだから
入ったばっかの頃の見たらば、私テレビ俳優、高倉健
ファンだったもんですから、高倉健が亡くなったので
とスマイル入れたの覚えてます。だから、そういうの
でもなんでもいいんです。あと、社会奉仕って言いま
すけど、体で奉仕するのと経済的に奉仕するのあると
思うんです。だから、ジロ・デ・シラカワでもＣＫＢ
野球でも、行ってお手伝いできる人はそれで奉仕して
るわけね。俺はだから、そういうわけで足も悪いし、
ワクチンも1回もやってないんだから。だから、そう
いう集団とか行かないということで、俺はだから行か
ない時には少し気持ちやって、金銭的に奉仕するとい
う気持ちでやってます。使い道は、社会奉仕に使うと
いうことなんですけど、西クラブの前年度の決算書を
見ますと、ランドセルを送るのと小学校に音楽の件で
贈った件と、あと一般会計に70万振りましたというの
が決算書に出てますね。大体、用意してきたのはそん
なもんなんです。以上で勘弁してください。

◦閉会点鐘� 佐藤幸彦会長
　永野会員、大変ありがとうございました。ロータ
リーの歴史も教えていただきまして、本当にありが
とうございました。あとジロ・デ・シラカワ、我々の
役目というかですね、走る役目ではなくて最高速速度
とスタンディングていうお手伝いもやっておりますの
で、皆さん是非当日は来ていただければと思いますの
で、よろしくお願いいたします。
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